











l 五十嵐泰正・明石純一編『移民・デイアスポラ研究 4 rグローバル人材j




l 井上位一郎著『吉祥寺[ノ¥モニカ横丁J物語j許， r新潟El報.L 2015年7月
26 El. 
2 rいつの世もげに難しきは人の縁，なれど......J (呉座勇一著『一授の原理j
F，ije)， WちくまjNo. 538， 2015年12月， 16~17ページ.
[ウェブ記事}
] (インタビュー) r常磐線のイメージは「コモデイティの供給地JJrWedge In-
finity.L 2015年8月26日， http://wedge.ismedia.jp/articles/ー/5285.
2 (毛利嘉孝との対談) r新しい市民社会はどうすれば作り出せるのか(1)~(5)J
rWedge Infinity j， 2015年 10月 24~28B， http://wedge.ismedia.jp/articles/ー/
5451ほか.
3 (インタピュー)rGOOD PROFFESORJ r早稲田塾12015年11月12日，http: 











から~J HCRPダイアログセミナ-j杉妻会館， 2015年 5月31日.
6 (中沢明子， 1本一郎，速水健朗との討議)1地方は都市の「下半身Jなの
かJr coconala未来会議リターンズ:く地方>の未来 一「埼玉化する日本J






から~J r国際フォーラム 被災地・広野町から考えるj広野 1IJI=!:t央体育
館，2015il~ 9月1713.
10 (久松達夫との対談)I常磐線中心主義ナイト IIJN 0 B， 2015年10月7s. 
11 I地域を読み解く新しい規点「常磐線中心主義(ジョーバンセントリズム)J
f茨城県民大学j茨城県水戸生涯学資センター， 20151f10月日日.
12 I Challenges to overcome social ga ps through coprod uction - Practical 
action research in Kashiwa and IwakiJ rThematic Session:Disaster， Risk 
and Sustainable Community J 5 th International Symposium on Environ-
mental Sociology in East Asia，東北大学， 2015年10月31日.
13 i人文相:会系オーサーピジット『みんなで決めた「安心jのかたちJ神奈川
県立多i輩高校， 2016年1月4日.
14 iChal1enges to overcome social gaps through coproduction: Kashiwa' s 
practical experience as a radioactive もotspot'after 3. 11J rTechnical Meet-
ing on Radiation， Health and HealingJl International Atomic Energy 
Agency (IAEA) ，福島県立医科大学， 2016年3月9El. 
[メディア出演}


















・「社会の流動化とネット依存Jr日本i梅林j第73巻(第 9号)， 1592~ 1596頁， 2015 
if-9月.
. 1生活満足度と逸脱行動一少年犯罪と自殺の推移から考える-J r現代の社会病























f全学FDニュースj第17号， 2 ~28頁， 2015年4月30日，東京経済大学.
. r若者のスマホ・トラブル一本質は日々の人間関係に-J r中国新聞jオピニオ
ン面， 2015年 5月12日.





. i子どもの命と心をどのように守るかJr教育展望j第61巻第 5号， 4 ~10 
頁， 2015年6月 11ヨ，教育調査研究所.
. iオープンな親子関係が大切Jpm日新聞j朝刊・‘地域面(横浜)， 2015年 6月
9 1ヨ.
. i子どもが危ない一深刻化するネットの関-J rUJ 陽新聞jMrU28頁， 201511三6
)~1113. 
. iイツメンの調和が崩れた一愛知県刈谷市高校生集団暴行事件-J rアエラj第
28巻第27号， 59頁， 2015年6月22E!. 
. i若者の犯罪数を上回った暴走老人の実態Jr夕刊フジj3頁， 2015年7月2臼.
. í深夜1~HIITIする子どもたちースマホで坦i まらぬ寂しさ-J r中国新liHj，オピニ
オン(6面)， 2015~三 9 PJ 15 E!. 
. i普通の子がなぜ深夜ザHlil?一人間関係の不安を反映-J r北海道新聞.]，各自




月号， 4実， 2015年11月 11ヨ，兵庫県人権啓発協会.
. i居場所ーリスク化する社会の拠り所 j井上俊・永井二艮和編『今どきコトバ
事情j134~137頁， 2016年 1月30El， ミネルヴァ書房.
・7新21うつ一深まる承認、不安の果て-J井上俊・永井良和編 f今どきコトパ事
情j180~183頁， 2016年 1月初日， ミネルヴァ書房.
. i内i型化した人間関係の病理一いじめ対応の新しい視点-J r月刊生徒指導j第
46巻第 2号， 30~32頁， 201611三2月 1E!，学事出版.
. iホントの友だちって?ーあえて深い関係を結んでみよう-J r創価新報J第772
号， 4頁， 2016年2月17日，聖教新聞社.










-1940年代 (ひとびとの精神史 第 1巻)j岩波書庖， p73百 98
134 
2 野上元・小林多寿子編『歴史と向きあう社会学:資料・表象・経験jミネル
ヴァ書房，序章「社会学が歴史と向きあうためにJp 1 -21 
第9章「新自由主義1寺代の歴史観光まちづくりJp195 -219 
3 I市民社会の記述と市民/毘民の戦争J内田隆三編 f現代社会と人間へのIll1




2 “明TarExperiencelMemories of War" in Modern and Contemporary Ja-
pan'， Session B3: Shaping Memory and Society in Post-War Japan， 44th 
Annual Mid-Atlantic Region Association for Asian Studies Conference at 





. Soon-Hee Whang， "The Circulation of Korean Pop:Soft Power and Inter働
Asian Conviviality " Eric Tagliacozzo， Helen Siu， and Peter C. Perdue Ced.) 
Asia inside Out Volume I: Connected Places， Harvard University Press， 
2015， Pp.381-399 
. SoonHee V¥市ang，“TheBody as Culture: The Case of the Sumo羽Trestler"，




知識出版社(中国)， 2015年， 139 -147頁.
理. [国内外研究発表・研究活動]
























メンター会第18回大会講演会， 2015年6月17日，筑波大学 1 H101. 





















・「天野郁夫と教育社会学j日本教育社会学会・第 4自若手研究セミナー， 2016 
~I三 3 月初日，於東京理科大学.
・(司会・コーデイネーター)I戦後の教育政治をI1J]い直すJEI本教育社会学会第




て」件士会学評論J日本社会学会，第261号， 2015年6月， 2 -18頁.
・「災害体験とチャイニーズネス 1920年華北大飢飽を事例にJr EI:j:J社会学
研究j日中社会学会，第23号， 2015年8月， 55 -64頁.
. I近代中国における社会調査の実践とli難一一李景漢の社会調査論と中留農村





































ナルj第41号，筑波大学社会学研究室， 2016年 3月， 121-130頁.
01蒋村逸郎
{論文}






























一橋大学， 2016年 3月20日・ 2]日.
OJ奇抜
. Xiao ZHOU， 2015， The Birth of “Women children" : Focused on Clause 360 
in Criminal law of The people Republic of China，第 4回東アジア法社会学
会，早稲田キャンパス， 2015年 8月 5日.
• Xiao ZHOU， 2015，“Recent Reform in Police Investigation Procedure in Ja-
paぜ， l:j:q~. Im)l，凶)1警察学院， 2015年10月初日.
• J琵絞， ¥ (法)の再解読:法学研究における社会学思考法の位置づけ」中国法社












































室， 2016年 3月， 45 -62頁.
{学会報告}
・「若者の地域参加に向けたプロセスと組織構造に関する一考察一一千葉県柏市
のまちづくり団体を事例に地域社会学会第40回大会，東北学院大学， 2015 
年 5月9日.
. 1若者の「公共性j形成に関する一考察一一一地元のまちづくり団体で活動す
る若者たちの事例分析を通してJ第63団関東社会学会大会，千葉大学， 2015{j三
6月6日.
。宮地弘子
{学位論文}
. 1ソフトウェア開発現場における自発的・没入的労働のエスノメソドロジー-
X社開発部門で働くエンジニアたちの語りからJ博士学位(社会学)請求論
文， 2015年10月.
141 
